
アジアの工業化と同族経営（ID

I 工業化における同族経営の役割とその隈界

II アジア発畏途上国の工業化と同族経営

1. 台符の民営企業の場合

2. マレーシアの華僑企業の場介

（以上昇：11き第3＼）う

3. フィリピンの工業企業の場合

4. インドの財閥の場合

III 日本の財関と同族経営

（以上本り〕

II アジア発展途上国の工業イじと Ii~族経営

3. フィリピンの工業企業の場合

アジア社会の一般的特徴として，経営活動が経

済それ自体の関係としては形成されず，血縁関係

を紐帯としていることがあげられるが， フィリピ

ンの場合においても，家族関係はすべての社会関

係の基礎に存在している。

フィリピン人の生活において注目すべきは，家

族の役割がきわめて重要なことで， フィリピン人

は誕生，成人，結婚等々一生を通じて 100人また

はそれ以上の血縁的または擬制的血縁的な親類，

縁者にとりかこまれて生活し， こうした親類，縁

者がかれらの日常生活の営みで大きな影響を及ぼ

している。

フィリピン社会の基本的な集団が家族であると

いうとき， この家族とは夫と妻とその子どもから

なる核家族nuclearfamily （近代家族）を越えた同

族 kinshipcircle （伝統家族〕を意味する。そして

同族の範囲はきわめて広く， 2等親だけでなく，
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3等親，いやときには4等親までが互に親類づき

あいをしている。 こうした同族の内部では，共同

体的な血縁集団への忠誠ということが重視され，

相互扶助的依存関係はきわめて強いものがある。

さらに，フィリピンの家族の場合， とくに注目す

べきは，こうした同族的血縁関係の上に，洗礼親

compadreの制度による擬制的な血縁関係が重な

っている点である。フィリピン人の大多数はカト

リック教徒であるが， かれらは誕生時に教会で抗

札を受けそのとき洗礼親を持つ。そして子どもと

洗礼親は， とこに擬制的な親子関係を結ぶが同時

に子どもの両親と洗礼親との聞にも親密な擬制的

血縁関係が生じ，この compadreの制度を通じて

家族関係は実際の血縁関係を越えた他人までも包

含していくこととなるの I）。

このような家族主義の原理は， フィリピンの人

口の大半を占める農村社会でもっとも強力に現わ

れているが， しかしそれは都市においても，さら

に都市における企業活動においても重要な役割を

演じている。フィリピンの企業は，後述のごとく，

企業形態としては，個人企業ないしパートナーシ

ップが圧倒的な比重を占めており，元来社会化さ

れた非人格的な個別資本の集中形態、を代表する株

式会社の比重は低い。フィリピンの企業は圧倒的

に閉鎖的な家族によって支配され，株式形態への

関心はほとんど見出せず， まして株式の大衆への

広範な分散への関心はまったく見出せないのであ

る。 こうした家族主義はブィリピンの大企業につ
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いても認められるのであ 1て， たとえその企、長が

近代的な株式会社の形態を採用しているとして

も、 全株式さー家族で所有してiふという J）か一

般的傾向である川2〕。

半：i1Wiでは， ブィリピシの工業化｝こおけるは伎経

営をめぐるi諸問魁を， フィリピンのγ”業企；；誌につ

いて， その企識経営の現状から具体的に解明した

いと思うが， その前にブ fリピ乙におけるじ主化

の発肢と工業企業の成長について簡単に述べてお

きたャ en3）。

戦前のフィリピン経済は， 一方では宗主国たる

アJリカ本士一の原料供給地として，他方－c：土ア

メリ力の工業（製品の輪入i¥1場として育成された。

アメリカ資本の流入もあったが， それも輸出1次

産業と一部公焼事業にた十してであり，製造工業

への投資は顧みられなかった。また， 製造工業の

発展企支える U＂.＇.用動力山［規発もおくれており‘

したかって戦前のフィリビンの工J込といえf.:1.., 1i'J: 

糖， ココナット油， 煙管，貝ボタン，手よ芸品など

の l次産品σIJJi] I；業ないし家内工主的なものがあ

ったにすぎなし、。

l¥i』θ年7}], 7ィリヒ々は独ir：主獲得するか，

モノカルチュア経済からの脱却が自立経済達成の

前提条件であるごとが認識され， フfリピン国内

においても， とくに製造工業振興の必要が；；［（視さ

れてきた。しかし，戦後数年は，戦争によって完

全に岐壊された経済的担興に追われたため， フィ

リピン経済が復興から建設の時期にはいったのは

50',f；イ℃にはレ／〉てからである。

1950 年以降の工業発燥のテンポはきわめ正ι速
であった。すなわち， 49年にほぼ戦前水準に阪1復

した製造工業・'f:｝（：は， SIi午伐の齢、＼＇－ ti)5カ主｜二ti¥Jに

ほぼ倍増し， 50年代後半カミら60年代前半の10カ年

聞にさらに倍li1'/1－た。かくして，こ内15年間；.こ -7 
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ィリピンの工業生産はほぼ4倍になったわけで，

独立当時のフィリピンの工業水準が低かったこと

を考憲しても， こうした工業の成長率はきわめて

高く， また他のアジアの低開発悶のそれにくらべ

ても高いゲループP仁属しているつそしてヲフィリ

ピンの産業構造もこの聞かなり変化し， 悶民所得

に占める工業（鉱業，建設を含む）のシェアも， 1951

年々16.5＇＼，から， 60年20.4号｛，， 65年22.O'X，に上昇

している。

Eころで，フィ 1) Iとらンの工業化が開始された

1950年代は，周知のように輸入および為替の統制

や「新規必需産業Jにたいする課税免除？優先的

外貨割当など，政府による手P戸、国内産業保護助

成策が行なわれた時期で， そこであらたに開発さ

れえ工業の中心は輸入代替工業であった。すなわ

ち， 1950年にはじまった輸入および為替統制は，

,c来戦後初期のフィリピンの貿易収支と国際収支
のし、ちじるしい悪化を克服することを目的とし，

またベソの為替レート維持のために導入された

が、その結束としての輸入制限i土、輸入f＼体工業

開発のための強力なイ、ンセンティヴとなった。と

くに5:3年二”ろからこの統制は仁業開発促進のため

の意識的手段として利用され， 者t多品や完成消費
財の輸入抑制がいっそう強化されたために，輸入

代芥工業iU 、っそろ発民した。 また，すでにフィ

リピン政府は，独立直後 (1946年9月〉の段階で，

第4表 フィリピンの産業構造

(1955年価格による純国民生産にたいする%）

1同1 1 1960 I 1965 
授業I 42.4 : 32.5 I 30.5 
工鉱業，建設 Irn.s I 20.4 I 22.0 
護軍総通信，公議事業 1 3.3 I 3.6 I 2.9 
その他 I 37 .s I 43.5 ! 44.6 

社 I100.0 1 100.0 1 100.0 
［出所） National Economic Council, The Statis-

timl Ref'orter. 
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「新規必市住！！正法 INew and ,'¥Jeceメ同ryIndustriec, 

AじtをWIJ,tし、 i冷r主主にたし、するぷ jj主将

料i干の輸入rv日間か「〉法人間などの111内税に干るま

で，J)大幅江；i引見免除や外貨’市当にさ L' しての倍遇

Jirii'Tを行な〉てきたが、 特出関係を利用Lてのア

/ I ）カ ijl~1\/J :Tl川？たるilE人を目的にしては， Yィ

,, ＇：＇ン； 1）民間資本：tJプt（／）あ心f二h開発には続料よ

的能！支を1）ミさたか..，たに しjトし， 事長入.／）梓絞首，I]

vJ強化とともにJ新規必'i'!ii産業法」による二うし

た課税免除ヤ低先的外白書1）三iCf) 1めr&J:11，，＼はと、ilii二

｛古片lされることとIょっfこC

輸入代侍 L荒川間犯にともな，）て， ] { iiヒン

内産業資本；±：口、速j乙だ尽を弓えれと！）わけ， itは

すべき；士、 YィI）ピン人企空家たん，すなわ九フ

ィリヒコ J）民族資本の台頭であり、 たどえ：工アイ

；ヒシJ1E

にたいする；交資額；二，，，，、てJ手ξ》と， 1910｛［：末でi上，

Yィ＇） I二一／人古本山シ仁ずは ~2fド＜＇）＇'iペヲJ ( c, 1, ・k 

-jぎなA、 lに（残りの大i'm分H幸治資本，・.） I,、Cfメ

リヅJ人資本てふく〉）ゴ＞ii:, 1¥'.: ilcではとのン守 fft 

90川以 1'.[::.j))；ふんしてレる。このま白・－y’；土‘ fl Ji宅金L

I二む「五業， J：：／故以ど全事業分!J'｛を ：；；む数字であ

るが， ,i牲；芭工主投資につ，，、てみても， 7 ィリビン

人資半三ジ）シ Tγ；土， 1%0年771¥'.1か九州年91%iこが；

大してL、るのむふるり

かつては， 伝統的な砂糖資本てコ自主資本、不動

産資本としご｛？在してし、たフィ リビン人資本家

は‘ 50年以降はあらたな投資対象として仁業投資

i求めるにt】た1 それは司この間tltl発された

入代替仁'J!'-:/Jぃ、か＊＇んにどー iて、 比較的少加の資

本と梢可iな以外Iてイli')党／），11J能で点） iJ' Lか七三び）

.f:iJ;問が』！ゾ＼ごふるtt)J（内な i'土w社匁であ》／：か l1
-r J, /' 

、＿＇ （.＇） 士、。

こうし六二何げ

ーた。 SECのリポートによると，創業資本67万

4000ベソの企業家が 6力月のうちに 400万ベソ以

！‘の干iJiWJを得たというケースがみられるし， ある

企；＇.，＂：：家はその？で投資を創業 2力月ないし4カ月で

とりもどしたとしづ。 こうした莫大な利諮獲得の

ケ』スは，檎入 f原材料j それらは実際に

抗、'I"製品か機械の総立郎品で、あったー に完全に

依存する輸入代干干の消費財産業におし、てと〈に認

tわられるc こうした工業で、は，コーヒーの粉末と

ね誌を別々に輸入して詰替えと包装をやるだけの

食品産業とか，鋼板を輸入して、亜鉛メッキをや

るfけのトタン製造な芝、初歩的な包装なし、し1Jll

ト工業が主であった。また， 比較的に規模の大き

L、内助.;ii.工業にしても， ノック・夕、ウン方式によ

る簡単な組立て工住にすぎなかったゥ

こうした工業を’忌む 7 1 I｝ピL人企業家は「新

民必込iE在宅誌ilこもとづく課税免除、その他の特典

をうf受Lたどけでなく、 その原料0）大部分~l ド

I¥. 己ぺ吋の公定レートで輸入L，完成品をド／＼， 0) 

’｝」与しート， lドI＼，｝～：1.5 r、yしをもとにした価格

で売る二去によ J》て為持交娩レート（公定為替レー

トヴはぺソ貨はヤちじるしく過大評悩であった）のうえ

での長大限利潤を得ることができた。さらに， 若

干の企業では， 工業生産上の利益によってではな

し 一誌はおi当どられたドルをヤミ市場で売るこ

とにより， 士た工業原料に見せかけた完成品を常

入してそれを市場で去り払うことにより莫大な利

ii'－与を獲おしたっ

1%0年にはレ，〉てからは．ブィリピン経済はし、

わゆる〆コ L いゴール政策の時期にはむもサfて。 L

か！ながら， 621！三以降行なわれた為称。〉向由｛ヒ土

持i人；＼』]I＼［！の緩和Ifことも／：c、－c, 従来比較的容易i乙

開花しえ f：輸入代将1：業の範凶はど1-11£（こせばめら

れ， L;iγ↓二産J)Ii見k；－ンポは漸次スロー今 1'7ふす
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るt,If向が認められるようになった。 また、これま

でのかたちでの的入代昔T.支の充足では．議入抗

出I］が解除されれば， 原材料輸入の増大は、松出の

仲間？とあい主って， フィリビンの貿易収支を圧迫

し， r：＋－~際収支の忠化と外貨準備高の減少を利く c

かくして、 広がらく続いた輸入代替τ＿J芝指向の工
常化か「）輪「I＇，寸：業指向の工業化への w，ミ換が古く歪：

J占さ，llることとな J ' fこO

一般的1.::.1.、って， 発回途上1，~C'l:T_；，と化にむいて

は， 愉入代替から付i出への転換は::Ct民の必然のコ

、スといえよ与し Lかし， フィ！？ビ＞ c1J:t~ f~ ， こ

，！）転換i:l:, 7）司たんずしも輸入代守政策の成印：のう

えにうおfこ主れたもじっとはいえなL、J

る！ ？市入f＼＇：棒仁主 1>t.岳民ずれば，拾入Ji；（材料の力II

工.1立てにてからW，手をしたとしても、 とjけよ1Rr次)J;(

材料の！£！i:？：＇｛ヒ， 〆と，／JIliJ I匂JJIJτ：｛じτ そL亡そν，＞1誌llI ； 

一ど t予｝‘｝

主CIJと三 7,7 イ1 J l二勺ン t二.t5し、〈：土｛を－11心＇.ill日寺cf土占〉て

I) lち4見さtLf仁か〉たC＇）である？ そのJJ;(!Rlとしては

~IC に述〆、たよん／仁弓（｝年代でのベソの；le_＼大評価によ

ゐ枚入山千｛干ljfヒとか， フィ！｝ヒン 1/) I次j)p品特H',

iこだし、ずる 7メリ力の佳i邑出（註とかがだえられと5

が、これらは－； { 1）ピン資本をして，ね入代替か

c, ~i:Ll\工~＇（，，の党民に消極的態度：をとらせ， iて業

化にもか治通わらず， 1次産品に偏した詰1f1構造を

継続させるとし、。 F市来を生んf二。

F見マルコ主政健 I'",1967 t下9月に成立した i投

資，1足肋｛去」 TnvectmentlnL・cntivじ Actr.t税11¥T.'!: 

（／）育成を調っている7 すなわれ、この法律は， it

用町村：Hf1lh簡の 70＇＼，以 kがほ庄でふと，i耳（：：に，輪出

iヒ￥＇；が 50',',St卜の産主ノヱどを寺会H¥ Jて：二としラ これ

をj／；；＇.先投資分 ljiyとして戊定 I_:1足lfi)Jすること 1::Lて

いゐか‘ ? { ') 1~· ＞の民間資本かこう Lた政府の

J;1:jl)rJ'1」二；／：右目足取にどのよう l二！λl.i:,'.1るかτL、かに
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積極的に活動するかは， 今後のフィリピンの工業

化における大きな課題である。

以上，戦後のフィリピンにおける工業化の発展

とこれにともなう工業企業の成長についてみてき

た。それならば，このように戦後成長した7ィリ

ヒンの工業企業の経常上の特徴はどのようなもの

であるか。

ブィ l）ピンの企業， とりわけ工業企業における

企業経常の問題についての研究文献はきわめて之

しいが、 とこではJ. J・キャロルの『フィ I｝ヒ。

〉の工業企業苦ー）変化の要因および所産として

の J(John J. Carroll, The Filipino l'v!anufactiげ－

ing Fntrepreneur Age刀tand Product of Change, 

Ithaca，仁川nellUniversity Press, 1965, 2:10 p.）をと

I）あげてみたい。本吉は，戦後のブ f1）ピンの王

立化過程において禁出したフィリピン人企業者お

よびその活動の特徴を社会学のを場から研究して

ヤるが‘ ブイリピン人工業企業者にたャする個別

的インゲービューにもとよ7き， 統計・上では知るこ

ξのできtrL、諸事実を明らかにするとともに、 戦

後の7 1 1）ピン’経済史および企業者史にたいして

爽味深ャ結論を導きだしてヤるu,4 ¥ 

Carrollがここでフィリピン企業者とし、うのは，

担造工業に従事するフィリピン人（フィリピン陪絡

をもつもの）の企業者に限定される。そして，従業

f'tlOO人以土の7ィリピンの全工業企業（民間企';t)

のなかから92企業が選びだされているc

これらの92企業の創設の年をみると， 1945年以

前に創設のもの22企業， 45～49年に創設のもの17

企立で，その大半をなす53企業は，為替，輸入統

的！の時期であった1950～幼年に創設されている

( I 5 ・, 
0 

どこ九で， 50年代に創設された企業に左って，

fl！］，設にあた J「ごの重大な問題であったのは， 政府
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とのあレだに、 特別の結びつきをもつことであっ

た〉この｜時期に創設された5］企業のうち，企業日I]

設時になんらかのかた勺で政府の援助を受げなか

ったi，のはわずヵ、に 2企業にすぎ点、ハ、 をLて、

これんのJ支出にi土、 輸入外貨Ji1J当，免税措irL7 

{ I］ヒンまたはずメ I}j] （／）政府諸伐r4lからの資£，

援助、 fl本からのH自借金による機械輸入などがあ

吃〉｝

7 ｛ リピシ企業苦と政府との悲才fはこの仁ろな

事情から生まれた。そして， 実業家と政府とのあ

いだの「汚職とわL、ろjの存在は， 戦後のフィリ

ピン経済の恥部として新聞をにぎわL, しばしば

重大な政治問題となった。 より有利な企業活動を

するためには，政府とのコネを－深める必要があり，

さらにかなりのj暴行， 三;Itら企業苦のうれ， 宋族

のどれかが、 またかれ 1·1 身が会社の fjl]n交1（~〔 l下jか，

fliJ；；党時に此府内ji';j官ゴ）J也｛1Lにあ., :':_ I 6¥ 

っさに， 92企主百ーの産業的出身ないしその社会

経済的背長に Jパ、てなると，産業的出身では， L 

た企業への第一歩は／.＇.＇~主か九の主質的離脱と貨幣

経済セケケーへの移行であるが， 産主的／I＇，身のな

かで支配的たのは商工業であり， 会社創設長前の

企業者の 74~らはこうした商工業（商1業のなかでは

ャくぶん商業が工業より多しつに従事してL、た。

企業者の？と会経済的背丘では， 企業"ffーのなかで

し、ちばん多U、のは， かれらのi両親がすでに上層階

級（upperclass) に属している人々であり、その両

親が上層階級に属していなし、［新人」（newmen) 

か少ないことが指摘されるつなお，企業者訓練の

場として、 同族企業の果たす役；，；：J；土きわめて高し、

ものがあり，企業者の多〈はその職業的経肢を’夫

父ないし芸父の経営する企業の従業；iとして始め

た。そして，かれらの独立とは，たいてL、の場fr.

[ci］族会社の経常をかれじが引きつくということで

あった0

} ｛ リピンにおける支配的な企業形態は， 依然

としていi族企業であり，企業の創設資本の大部分

は， 企業？？？自身かその親類に上って準備され，ま

たかれらは経営ヒヱラルキーの片脳部分を占め，

吊n変t..c政策決定をit伝ってし、る G ある経営者は，

インタービューにこたえて、 フィリピンでは［μJ族

企業がもっとも望ましいやり方だといってし、る。

その理由は，外部の株主はしばしば経常に干渉し

たり， その知人を企業に引き入れようとしたり，

利回を再投資に廻すよりはすぐに分配することを

要求するからだとしている（斗 7）。

このような企業における同族支配の傾向につい

て， Carrollは次のように述べてし、る。

「もし金融支配なる概念が，企業資本にかんし

て， 51%もしくはそれ以Eの所有として規定され

る11t, iJ, 92企業のうち72企業は企業者およびそ

の担額の金融支配のもとに仕事を始めている。こ

れら円うたG6tJ；は 196］＂－］三においても依然として同

族支配のもとにあり、 一方手lcfP]族的企業として創

設された20企業のう九 3企業はけっきょく同族支

配に組み入れられた。 i可践に，企業創設にさいし

ての会社の代表者は，企業者自身かその親類であ

ったっこの二とは1961年では92企業のうち83企業

においても立証されら。広範に分散した株主と首

脳郊のポストが経営能力の面で優れてし、る人々に

開放されているような T開放的な』（open）企業形

態は， おそらく将来は発展するであろうが，現在

のフィリピン人企業のなかでは， こうした動きは

なかなか強くならないよろに思われるJc,1 s）。

以上では， Carrollのフィリピン人工業企業者

にかんすら研究を通じて， フィリビンの工業企業

の特徴を眺めてきた。 Carrollの研究では， 92〆人

の工業企業古’iこたし、する綿密な個別的インタービ

33 
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ューが行なわれ，

わゆる政商的行動，

これら企業者の活動におけるい

その企業経前における同族企

業lfJ性格が’＇tき生きとl出きだされてヤる。

ところで、 アィリピンの企業を研究する場合，

そげ〕経出を父配してU、る民桜系， スミイン茶，

僑系な竺のイト業者グノレープ（いわゆる財閥）の存存を

考慮しなくては‘研究が進まないことが常織とな

っている。 すなわれ， Yィリ 1::0ンのように，守士主

士1投 ！士
'Wt」tょ， 出済問造；二おL、て家力主主主のf主主1Jか強く‘

また少数の1,)1閥家）ふがその！YIの経済を支配Lてい

る上う tc固においては、 ころしt：：財閥家族をその

人間関係にまで立ち入って詳細に検討を進めるこ

とが， ブィリピン経済の理解のための不可欠の条

引をなすど与えらナるカミちである Citリ｝。 そして，

民h"i系山フ rリI::'L人財閥としてiま， Aguinaldn‘

Lりpez,Ara川」：ta,:vfontelibano, Montinola, Puyat, 

Jacintなどの名前が親しいが， しかし先の Carroll

の研究ではこうした民族系財閥の名前はまったく

現われてこないので， そこであげられた仇友的な

フィリヒン人企業｛1と民族系企主者グル一戸とか

具体的にどのような関係にあるかがわからないc

L T乙？？‘って 次iこフィリピンの経済を支配して

いる企税者グループ〈財閥〕のうち，民族系のフィ

リピン財閥について， その企業支配の実体乞述べ

ておきたい。 民族系のフィリピン財閥としては，

先にあげたようtて、 fギナんド、 ロペス， アラネ

タ‘ モンテ 1）パヘ モンティノ弘一ラ， プヤット，

ノ、乙ントなどの名前があげられるが， ここではア

ギナノレド家， ロペス家， アラネタ家の3大財間家

；践についてのみふれるの

アギナyレド家企業群経営山中心人物；士， ,t二ブノー

Jν， へ I）ベルト，

人兄弟であるが，

フランスシスコのγキー：！ ＇レ｝ご 3

f旦紘tどしてはI，・ j－｛・アーでナJc

ド会社（社長ヘリベルト）が持株会社となっている，，

34 

この会社は， 1921年3兄弟の父レオボルトによづ

て創設され， 戦前はマιラで‘百貨店をやっていた

が、戦後百貨店はり！］会社〈アギナルド・エチャゲ社

一社長フランシスコ〉｝二分離し， もっ：Jら傘下合

業鮮のコントロールを行なっている。

ナノレド家の資本蓄積の源泉は木材で，

現在， アギ

アギナノレド

開発株式会社（社長ダニエIレ）は， えンダナオ品に森

ごァηン材を日本などに輸出して林伐採維を持九，

いふ。アギナノしれ土森林投採からさらに合板製造

iこ；住出しラミシダ十オ島に合板工場も作っている。

アギナノレド家は，前述の百貨店，真味

の諜殖，家具や漁網の生産，既製服の製造，

このほヵ、

鉱山

閉廷なとと多方面に手を拡H＇てヤるが， それぞれ

の会社の干土長，副社長、取締役など『重要ポスト

l土， ダ三ヱJ＼，， 〆 ヘリベルト， フランシスコのアみず

ナノレド家3兄弟のほか， その一族のものが握って

L、る。

ロぺス家の中心人物は， 企業家ユージェニオ・

ロペス（兄〉と政治家7 ヱルナンド・ロペス（弟〕

の兄弟で、 かれらは政治と経済のたくみな分業を

行なっている。 ロペス家はフィ 1）ピン群島の中部

で砂糖の主産地であるネグロス・オクシデンタノレ

の名門であるが， この土地出身の砂糖財閥は相互

に捌戚関係を結んでおり， ロベス家もそンテリバ

ノ， モシティノーラ，

どと最戚関採にある。

モンティラス，

ロベス家は，

ゴメス家な

このネグロス

にフィリピン最大の砂糖会社であるピナルグン・

イサベヲ砂糖会社（BISCOM）を持ち， また／レソン

島パンパンガ州にパンパンガ精製会社を持ってい

る。最近ロベスがもっともカを住いでいるのは亀

力事業で， マニラ活力公社（戦前アメリカ資本によ

ヮピ経営，戦後ロペスが株式を刑事幸り，経営権を獲得）

がその拠｝~である 3 さらに， ロベスはマスコミ関

係にも進出，『マ二ラ・クロニクノレ紙』のほか，若
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干のテレビ，ラジオ会社を持っている。弟フ 1 ル

ナシr1土戦前主？は兄とともに事幣経常をfftι／）
てνた；＇／~，戦後は政界仁（ ;l:＼、り， 194（）年副大統（実

に選ばれたほか農林天然資源大臣を勤め， その後

k院i装兵，ナ＞ヨナリスケ党領袖どたり， ］党7＇レ

コス大統領のもとでふたたび副大統領になってし、

る。

アラネタ家は，サyレバドール（弟）とア1ノトニ

オ（兄〕の兄弟事業を中械に繁栄してU、る。サノレパ

ドー－.＇レ rt，金融「フィア子／信用銀行〕，製粉（リペ

ブリック製粉会社〉，銅料（AIA飼料会社〉，家庭檀鴇

（フィアティ工主〕など仁従事し，そのほかマ二ラ

電力をはじめ多くの企業の株主となっている。か

れはまだ，政府関係では‘国家経済審議会（NEC)

の長f，農林天然資源大［互などの職惇もある。な

お， サルパドー／レの妻は，ロペス財閥家族の一人

であと3っ兄の fL トニt(Fl企業経’討の主力It？イ

リピン第1の医薬品会社ボティカ・ボイエである。

またかれは， 株主として、 ：－／ .:r：ル石油噌シコル化

学，ケソド・ 1）リヂ・タ ｛・＼・＇ブァ fr・ストン・

タイヤなどの有力な外資系企業の経営にも参聞し

てU、るコその他アラネタの企業としごi土，グレ二f

リオ・アラネタ社があるが， これはアヲネター旗

の持株会社であると同時にフィリピン最大の不動

産会社の一つでもある。

以上述べてきたように， フィリピンの経済は少

数の同校的な企業者グルーブによって牛耳られて

おり， そしてこれら財閥系企業を現点として，フ

ィリピンにおける主要な企業形態は閉鎖的制；，］核

企業である。

しかしながら， このことは，フィリピンにおu、

て， 伝統的ないi族企業から近代的，開放的た株ェに

会社企業への転化，近代的なフィリピン人企業者

層の形北への：主がまったく間ざさ~！.い町、ると L、う

ことを意味しない。フィリピンにおける工業化の

よりいっそうの発展， 比較的少額の資本と簡単な

肢体fで， 開発が可能だった従来の輸入代脊工業か

ら，鉄鋼その他の基礎部門の開発と国際競争カを

備えた輸出工業育成への工業化路線の転襖は， 必

然的にこうした途を開いていくことになろう。

つィリ！こ。ンの企業経’'fJ;の近代化への努力を示す

ものとしと， ここではアィリピンの経蛍許開発機

関のことにふれておこう。

ブィリピンの経営者開発機関は， アメリカから

の機助もあって，制度的には整備されている。政

府機関としては Institutefor Small Industries 

および NationalCottage Industries Authority 

(NACIDA）があり，前者は小規模工業の経営者の

ための長期の訓練計＼i11iを持っており， 後者i土地方

の零細工業者のための生産性向上と市場調査を行

なーている。また， 目立のフィリピン大学には，

Philippine Executive Academyがあり， トッフ。

レベルの企業経営のための高慢の教育訓練センタ

ーとなっている。

フィリピンでは， 民間の経営者開発機関はきわ

めぐ発達してL、る。 19;)0年設立の Mangcment

Association of the Philippinesはフィリピンの最

高の経営芦田体として，各種の経営者訓練施設に

たいして財政その抱の援助を与えてきた。各種の

民間経営訓練施設としては， EconomicDevelop-

ment Foundation, Executive Training Institute 

of the Philippines (ETIOP), Industrial Manage-

mcnt & Investment, Inc. (IMI）等々多くの機関

があり，各レベルの経蛍者， 管王盟者の訓練を行な

っているo とれら政府， 民間の各種機関における

経官者開発のあり方を見ると， だいたいにおいて

アメリカの Harvard大学の BusinessSchoolの

やり方をtti倣しており、 またい！大学の教授スタッ

3ラ
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フもこれらの訓練に講師として参加している。

このように、ブィリ「ンでは粍営者開発機閣は

市lj広的には之しかに整備し，活発な活動が認めら

れるが， 現在のととろこうした機関の努力が十分

九、たを結んでいるとれし、いがたいr しカ円、 その

成果は今後の課題に）障するものとして期待される

わけである「.， 10】。

（注1〕 Yイリピン内社会構むないし社会＋.I，んこお

ける家於の役討については，たとえば GeorgeM 目

Guth丘e,ed., Six Perspectives on the PhilかJ》ines,

The Boo川wrlc,Inc., ('vi anila, 19/iP.) rri・ l奴）；川丈，

“Philippine Social Structure ”Fred Eggan，“The 
Philippinじ Ternperament ＇’G回以 'vf.Guthてieを見

l。なお，『 Jア経（占」，第nt;:,iSワ一（1970；，十） ν

t在者n同4守にたいするi金評を参m、されたい。

（在2) "l＇. 万三1芽吹仏i「フィリビンの経済fi',.:'_cと労

佐川む』 （仰［光参考'ft1132，アシ「ti’済研究rVi,1962 

1ド）u,::n1r｝：「総説一一ーブイリピン経済内特質一一一」

(lei谷三宮＇） i －おいて， ヲイザヒ／託済J)!j,/,'('J_•.＇） 一つ

-Iて， よ l ＇・・た企業；川：1/!ll'J'J性的，その家11¥,；遠il'J

特徴をあ：ずといる。

L主3) , rりピ‘にじけるii～！こわ発IFIf. .し工

工l三莱のr;,Iーにかん1人／：近の五月文献としごt，さ

しあたっと，策本弘『アジアの経済成長』（動車怠房，

1969午） : (' 2部第3＇「プィリハ一一自主＇・ c¥': j乏の

. I J;I~ 性J, ¥ t＇勝編『ノィリピン 経済と牧？！環境

一一』（アジア経済研究所， 1969年〕， 1LITI~ かl f 7 f 

，；グンの絞！日 （アザアえ見るlllx16，アシアれ尚研究

,1968午〉，！鈴森英現「ブイ担ヒ Jにおける／；！＇i>'r ij司38

の現状と l課題」（『経i苦労務コンサノレタント』，1970年6

. f！・）な井を之上。

C主4) John J. Carroll, The Filipino Afa克也，

facturiπg Entrepreneur: Agent and Product of 

Change, lthca, (Cornell Uniuersity Press, 1965, 230 

p.）：こつい，＇.に号室者の日！：；こたい j乙＇l言f,Ir／ ンア経

済』，第lOtii第1号（1969＇.牛）および悶訟の抄訳ならびに

W題を行な J t: tHJ稿『フィリピンゴコ1・業経蛍者r.!l（海外

•·; ，.参考乞1.. ¥5t｝，，♂ア経済'i:j'iト •11, 1966;1）も森

川さ jlたい。な j；，ソィリピノ :J:,.ft ';f.:’般にパ、ご｝

部13笠研冗としては，このほかに SamuelN. Seidman, 

πnteゅriseand Entrej,ren印rshij• in the PhiliN》ine

36 

Repubic 1949-1959 (Ann Arbor, Univ. Microfilms, 

1966），および護者も関係したアジア経済研究所編 rフ
ィリピンJ) 企業』 （外国の企業お5集，アンア経済研

究所‘ 1967年〕などかある。

(/1凶 5) Carroll, p 41. 

（幻 6) しか l, Carroll : .t.，このよう ！£ 政商的f

企業済つ存在，汚職とわL、ろの路行は，フィリピン人

c'J国民的2ではなくして，その歴史的環境，すなわち急

激な初日・t.ど化， JI イ－； ,, 'r'.i鋲に上ソて起こされた社会前

体，長大弘.fil1.習が得られるチヤ Jス， 1950:C手代の経済

における政府の決定的な役割といった歴史的環境の所

定で丸ろ。これt，に〉ごとが， fだ＇%家およ打、役人の F<l!: 

の社主的L't1任感Oi了E);'.lを妨ffた。しかし， プイリヒン

入社会の家族主義的関係が産業社会に不適当であり，

しかち産業社会仁適応した干上5，）｝：範が未熟だとしても

托刊行きえ 1，－.えらJろなら，こうした社会民；応は，ほか

の闘と問様フィリピンでも発隠してくるだろうと，み

ているつ Carroll,p、p.185～186. 

（注7) Carroll, pp. 158～159. 

〔注8) Carroll, pp. 161～162. 

（注t)) 以下U、ブ fリピン，／）企業者グ

につL、（の叙述仁 Jyプつて；よ，ブイりピン国立銀行f，ι

用部グノレー 7'Jr7イリピンの財閥』（外務省経済局アジ

ア議， 1961年〉，むよ7J生田豊島！『ブィヲピンの経済ふ

森村j[存料『フイりピンー一一経内と投資環l立 』，ア／

7経済研究所編『フィリピンの企業』などに所収の生

田豊fVIYノブィリピシnt凋家族内研究によ 7J！：：ころが大
きし、。

（注目〕 フィリピンの経営者開発の現状については

1968'! 9 J-j東京でIJ/J倣1の ILOアジア地峡会議の報併

と69'.:1～2月し〕？を,v，の東南アンア現地説去からの'ti
料による拙稿「アジアにおける経営開発一一ILO第6

mアクア地域会誌の報告書を中心として一一－J（『アリ
ア経済L 第四巻市4号， 1969i'ド〉ならがに森村勝訴：

『アジア諸国の工業化と経営者開発』（経済協力調査資

料第3ij，アジア経済研究所， 1970年）などのフィリ

ピンIT＞りそ参照されたい。

4. インドの財閥の場合

インドの財閥は， イギリスの植民地支配のもと

で発生し発展してきたという特殊事情と伝統的な

凡族制度を結びつレた CorporateGroup (ill)げ）
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がたちをとってし、るという点で、欧米諸自の財閥 (J1）近代的な社会構造どからみあって独自の特徴を

ないし独占体どは異なる独白乃特徴をになってい 生んでし、る。

る（＇. 2）。すなわら‘ 山欧米諸自の財閥にむし、ては，所有と経営の

11) 欧米諸凶J）財閥（上、 資本主誌の勃興期，，二、 分臨fが早伶くカ込らj正行し， 1;.,J族j壬営的色；［；；カ：｝返＼，、が，

士，n存E民，，

二jLをH伝礼 I.ノ ）/ ；，ラ 〈λjミ,0、川d〆と崖｝Jfヒfl色』f!'((jiS.:. （｝）ρ、たらをとつている G そ（｝）昼4型は， 1，ン iごυJ経

（け1；工し、 fJl｛わ『）：l火活；こまで成長してきたが， イL 営fU皇制度（managingagency system）に見られる

ドの財閥日）J訪印ム イギリスの植民地支配のもと c ' 3) o JG来この制度は，イギリス人経営者がイギリ

でihl仔されてきたfr建的制度を鼠｜私的に打破する ス人出資比こ代わって企業経営を代行するfl,iJJ主と

ためは幻／Jt二三しか予j二G むしんJ 柿メァのかにハ して7量生したが， まもなくイン F産業界にも採用

て、ノ1、，＇）、るJ.J2主（！＇.Jf史京どお1；びつき， そ.iLI，：－よりみに千lj され〉 金融の保証と経営の請負いを任務として、

ltjすること企ill！じごr＆士、としてきた。 財閥本社に上る企業内支配とその拡大のための有

(2) 欧米諸（［Yj／）財Ii司：上、未曽有v）守－：｝＇UJ山発！長 力な武器となった。財閥は，通常 1ないし数Jlt,1の

山iJ占札 ｜司｜各：ri<1Hl1.えにEで拡が、た強大な経済総 経営代i里会社をと持つが， かれらはその傘ド企業の

織となっ iトこが、 fンド；Hll占Jn場（ti土fキ 1）ス山脈 経伝代出人となり， さらにこれらの企業山主役と

民地支出｜てそ，／）也）J ti:氏本にif聞き.／l, 主要，！J;[' し

Nil'.・ 貿ら0• I監業白1qnJをス；；ゐくイ三，－ ！）もζflli］／こ：t主7斥さ て，企業｛｝）支配を強｛ヒしてさたO そ才Lf土，インド

オ［ご L、たた〈わ’ 「I可i；で川4在展iゴf¥IIWJさ才c:;hll1さ7,1 にJ；けるj止代［ドjな金融機闘の未発展と，経営者能

t~c cJ: ：＇＝.， 刀h.I)' c:i 1 ／＇ド；iii闘の発11(;.t, 1, ，バ「》 力の未認とし、った後進性を／こくみに利用した制度

イ主i リし＇） 1ント支配力（J1J也んだお 1次お上びお であった。このような経営代理制度下の企業では，

ゴ次大戦とレ ＇） た戦時（｝）特殊事態とか， イ＞ :; 1Jヲ 経’ftヒヱラノレキーのiJ1心部分は， 11社侠グルーーアの

；＇［！；で山氏技連日J•／）台ゾl'＼と以烈［七れよ ··1 な主主；；号外i円 メンパーによって11iめられる。 もらろん，これら

長[KJを利用し／；＿/, .ら違JJ¥t•:-S れたし のメシパーのなかには，特別に経’註ー！二｛｝），，）Ii涼を受

l:3J 欧米詰：l.j J）叶Ii司法、生出＇｛fこ法泌を［「ハヅこ注 け， 1J1111経営者たりうるはどの十分の識見と能力

業白木刀、；近代的なJrtl1日作にまで発以宇心というプ をjLえたものがあるが， その本質はJi止紋偏重のiぱ

¥1七正を辿.）たがァ インドの財II誌のお；｝，土，なが 自矢的経’itであり，欧米諸国の近代企業におけるよ

，）、y
,h' ＇－ー｜ロ j 出干lj貸的：金融活動でc?,l,'f.';:された

資本i）、～ ぞJ},¥I・, ＞二一ト， f品業，型新どい ，tこ｛工、統

（！ヲti'llf1ワi二投資さh，店三次大l依，I寺.B上fノ、とれ日佼，

主として f,r I.I ぺ1ごのi也-Sti生i：業［り：ハ資：本と技t+1

I二依存－4→ふ泊 iたちで十五イヒ＇j主工業i+I日以上、J広大してレ

ったむしたがっ乙 { L ド財ltllでは， 1,;［；止まで]lfi

業資本主義的性格が強く残存し， それがインドわ

うな能力本位， 'X結主主主の経伝子f人j;j"登用（｝） シス

テムi土I;，！，（，れないっ

ところで， われわれは、 インドの財閥を， ここ

ではとくに同扶経営という観,1,1,Ur・ ら眺y、る三とと

するか，そのさし、， インド財閥の一つのケース・

スタラィとして噌タタ（Tata）財ll!lとならんでイン

ドでn昨日に大きな財閥であるピルラ（Birla）財閥
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の場合をとりあげたい。けだし， 後述のように，

ピノレラ＼H闘が， もっとも典型f白太インド｝lt閣発展

のゲイーfを示していると忠われJるがらヴある。

しかし， J：の（1fiに， 全体としてν〉インド財間の

発肢のIJt史合簡単に＆べておこう〆 f4 ＇，コ

fンド財閥の発展の歴史をみると， PL!つの時期

tこ区分できゐ。

出1期は， 19t:t紀後半上りお 1次大i読までのい

わゆるイント財II~の発生の時期であるつ 185，！年；土

オミ〉ベイ iこ政初（／）工！＇｝制繊維］場が， インド資本

iこ上って設一色されたとし汁意味におし、て注日され

る。そして， fンドの氏族｛（議ti:, 19-pt紀の後、lペ
とくに1880～90年代i二根をおノJし， 20世主ιりjめの
スワデラ連主IJ（国Ji＇［品受用運動）を通じて発展4 ずる。

しかし， こしり時期の民族資本の投資対象はほとん

ど縮推工業にl投合さtl, また繊維を含めてインド

の各産業部門に才円、てイギリス人実業家の力はイ

ンド人経営の企業を圧倒していた。

第2期は，第 1次大戦より第2次大戦直（自iiまで

の時期であるハ第 1次大戦時，イギリスはインド

に戦争協力者？求め，従来の工業化抑止政策を緩和

し，また第l次大戦後は激しい民族運動が展開さ

れたために， それを利用しつつインドの民族産業

も急速に発燥した。なお， この時期の特徴は，イ

ンド財閥のうちでもダタ財閥の飛躍的Jム発展であ

'), 1920年Lはインドの10大企業，／）う～ i～：3 

i主， 日f¥'[, 8 f立をタケ財閥系山企，・；，＇；が i1iめ／こ。

第3,LlJjは， 第二次lU 界大戦.；•）時期で片付る B この

時期，イギ 1）ス：:t軍ギ的劣勢になぺまされ，戦ll'i

r需要をまれにうためi二， 「ンドiこ的極的な！被時ill

)Jを求めたo h；し亡、インドのJH間tt, 上か，，

山手！京ν保訟のもとl二、 ！完工業部f"Jに志〉らj、こに子

をつitるよろ hこf._('9 ' またこJtら財閥／，，の百本山

渠中ぷ促進されたりたお， この時期にうこれまで
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w足のおくれてヤたどノレラ財閥均Z，繊維機械や自
動車の工場を設立するなど徐々に重工業部門へ進

；けするとともに， その勢力を｛中長したことが注目

さj1,る。

第4期i土， 1947年ず）インドの独立以後の時期で

ある。まず， インドの独立時iこ， イギりスの実業

家の一部iよ在インド企業を子離し，富裕なインド

財界人にその権益を譲渡した。また， 独立後新興

の意気に燃えるインド政府は， 自国の急速な工業

化をfr:図L，そのために政府機関， 4支府金融機関

合通じて， 巨額の設備資金が民間企業に融資され

たが，その大部分は財閥企業に投下された。 さら

に，外国政府や世銀からのインド民間企業への融

資も， インド政府の斡旋やその巨大な資力から，

同じくその大部分は財閥系企業に向けられた。 こ

のようにして， インドの財閥は，インド政府の資

金や外国撮助，外間資本の扶けを借りて急速な成

長をとげることとなったが， その場合，インド政

府の採用した藍工業優先政策とこうした新興産業

における両利潤の確保への政府保証のために，重

工業に進出する財閥ほど，伝統的産業中心の財閥

にたいしてはるかにその成長率は高かった。

以上， インド財閥の発展の歴史に簡単に触れた

が， つぎに当面のピルラ財閥の発展の経緯を凡て

みよう（ll5) 0 

ピノLラ家は， インドのラジャスタン州のピラニ

h'i身のマルワリ族である。このマルワリ族は，菜

ft主義のじンドゥ教徒で， その程‘生i

誌で，伝統的な生mを好み，学校教育を受けるも
のは少なヤが，数理に長じ宅商取引きにがんして

れ天Uitの才能があるといわれるυ イ〉ドの財閥で

い， ピルラのいか， ダルミヤ，サフ・ジューイン，

fンンガニア財閥がいずれもマルワリ族である。

ビ〉レラ家は， 1862年ボンベイに移住し， ＂＜｝レワ
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リ・パヂ－／［，に商店を問き， i荷業，，) ＼、で高利貸

金始めたi!¥, lK何年i二i主力 Fレぢッヤにも支店r.:rm

iit '._, iこ） こ）） 己J占と tM1売の：1',tJ)Jととも，こ． Lだ

L、iこi，日｝｝J♂〉品目Jtjをや1.tf‘ 金;i:1い＇） 1!i

Li＇，山.－，守 右京 1(1の柏入、綿花J）愉[t¥,,＇ゴ jJi/Uしに

己 •L ヲ京 i '' j¥fj ：；／：、： 1', :j flJ 日（白色w：；， ~J,!J から＼＇.｝た

肯会くともとに Lご i；主税i＼；二子全／l'iす一仁う i二J仁つ

たL『）；土， 治 l次大戦以｛主主（）時期でおり，その工だ

とはヲ イン！べ川’也Ci財II号と1,,JL去に主7綿主であっ

たJ すなわし， 19三（）年 BirlaじりtlonSpinning & 

¥¥.eavinば :i.lill,19コi守二 Jiyajeerao CottりnMills 
J ～、、〆、、、
(J守山冠 ノイ したハ つ L、ご日1m主にi庄／1¥L, 

1 ~n 1：子 mrnratSu伊tr:i.'1ills, New Swad引 hiSu 

停l[ ¥Iillo, l~lj二 If Oudh Suどar ¥Iill:s, l Ipドピr

Can只刊市l伴l[ l¥rillへlけ九九年 f¥ew Sugar Mills 

/,' aわい♂ J＇，、守口 I]荒し、 fンド財閥cl) ・；ミとし（；校

J｝.）；しf二ι

話ゴ；f大半kどそのill(i;:vliPrJiJJ；ょ， じ／レラ urn~ の

発江むことっ..＇主要な時期であ勺た｝ ij没：：寺F主；？寺l丈イ

ン，ド（／）；＼｛＇＼｛：：、1『コ（二n大／；利益を I壬えf三泊1句 己I[..
II封l主、 二C')日'i Jvjを示ljf品して句 多く山J}S1f；こjノた，) 

てその：任’討を N:•H，した。 これまでのIニ夜分iJ'fであ

ぺた綿.~!i古てその規肢を拡大しょこはかに‘］ (JJ'l

(p；二l土イン；、J之初J（／） 繊維機械・料品＇ ii定械＇Ni;';:Otl-

Tゼxtil己 l¥lachinery（九irp. er五＼：..IM.<lj.j丘代的
工土j；ちlj；こよ心「i転中工広； Hidじy仁iヒ乙.fJ1J :l'.tされ

たりとt・＿‘1＇川： fj：には I!ind uご、

肝〈心生ι）， lリiコ司；二；工 t：；ポユ； j沿 l ; ni ＼一じ「旨alCal》le:
乞廷；II之、 [ri］叶［i~ ,J）、玄L主、し＇） ;[/i＼乙：) ;;,ii：υ込！i,It乃 ν、》
Atたc 二i)ll¥l. iりc)'.;{jーには， 1,,J;H:ltl J J支配－j・<, i¥lJ 

i：以「i'l!nitcd Commerじial[bnkかドi'.l:;;: －－~AI 、

(.,;'tりJ:l;J-1／討としごのかよ二t）がとと J； ノ／こu

そしご，＇ i定iを）：＇Jレ＂； μオl州；土， ｛：..：、少s,Xfu;,F 工

業優先政策とこうした産荒におけるよ；利出の確保

への政府保証に乗っかつて，化学，化学織維，ア

ルとニュヴム，肥料工業などにしだいに活動の分

貯を拡げ， タタとならび科、される巨大財閥へとの

L:v’）ぷ－) -cい Jたのである。

レ主， ヒルラ長jII誌のj説純とそれがインド帝王涜に

i'iふうふi也怜に／川、とみらと， 1:・・.11..ラ財閥｛；仁 11日1

｛ドにはすだに （；－，；十三nt土（184社の株式公開会社と57;:I:

の株式非公開会社）を完合に支配し，その払込百二ド

イ出土 3｛怠9070万ノレ 1：＂ーであった。この郁は，ゾ iII寺

の合イン i：の株式会社（公1m，非公iおの合計） （／）－／！、

込資本会の4.出%で，タタの5.30%に及ばぬか，

第Ji立の夕、ノレミ γ ・ザブ・ジャイン財閥の2.9:-¥%

との走はI：.さL、。 5り斗三代にじルラ財1/lJはさらに，－戸＼

i去に発展し， 58＆干には合計28り:tL(1s1t上の公IJ[J会

fl:, 99住の非公開会f上）を完全に支配し，そc!J1f、ii'.,

i：付記念もり｛必；l2GO丈lノレビーに増大した。 士インド

j朱J ＼ ~tl：に占めるシ」アーは 6.0：γ；｛， とぷり，第 i

i立のよJ：少の 6.87%；二J去j近し，；l手3 ｛立のダルミヤの

2.55＇；らとの差をさらに大きく IJHv、たわ，.G、。

以上， ピノレフ財閥の発展。〕経緯をみたが， それ

ではこのようなヒソレラ財凶における経伝活動はど

ωように行なわれてレるか。

企業のffd;a;iι｛1J:i' 経営のj丘代化という主見点か

らみると、 :f_－の企業の運営資金，とくに長期同定

資本がどω程度， ［，~族以外の源資に依存して ν る

か‘ :U三経営1詩人材登用のITiiからし、－， C, どのf.'J:

i'.l'JilLH:t尉j五の除問 iょ誌（肘potism）から解放されC

L、ふかが問題と／（，：，であろう。

仁＇＂ 1 MI/Mi土秘族IYJ；こはマルワリ族にM:tる

か，かれらの企業官公は，テン fル・！、ラスト

'.T 4白川i山

ら。 テン ；／＂ル・ト 7ス！、t土Jノレワリカ(k(T）〆Jくっ／！二

:.J[ it干lj[J¥jがごふり， ！，（全はJ古家J)L若から主め

られ， それは同種族の企業資金として貸し出され
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ね血誌関係を中心として行なわれてし、る。その！早い信仰心と sr:;t丈：2 ）~ι~＼とでビソレラ ;;t'IJ C 

ビルラ財閥ピノレラ財閥を支える人々としては，か才しらのこれも史面からみると，千T名である ，！；＇，，

かっその総帥たる G•D ・ピのF主みの親にして、企業資金の調達所川土門誌だといっても通Jではな

L・N・ビ、ルラ，イ）1;,-cB ・ M• ピノL ラ，,t,, -, ' こう Liこテンプル・トラストi土ァ Jfc（
）
 、L
 

その他にも K·K•K • I）・ビルラ等が－）づきラ会fl：法のj盛Jjjを慈詐同体として、’j苦手｜］ト弓スト、

R・ B・K・ビノレラ，M ・p・ビノレラ，！ごfl,,),その看板を手l])llして’な守と企長けることもなく，

かれらは三子ベK・ビルラ等が草要人物であるが，業資J：の貸付けをご 1，可族企業に行なって」、るのであ

て傘下企業に才打、て会長あるいは｝主役を数多く兼‘》
】る。貸付け；こたv、する金利も ・f.f上市訟なみで，

G・D・ヒソLラf;l；ヒソレラ

財閣の主要経常代理会社たる I3irlaBrothersの専

務のほか，

たとえば，務している。ビルラのよう／ょ一流

財閥江ら｛＇t~ ；，正人 2 名山サインで数十JJ Jl,,ヒリーの計

～3年山長Jlq;i；，融も可能乙

じnitedCommercial Bank, Hindustan j庄代ii：：融機関の場｛，と実なって不動人jLもでき‘

Aluminium Corp., Cwalior Rayon Silk l¥:口氏 Co

三！｝（／）ビルラ財閥の最長要企業の会長をつとめ， B・

M ・ピノレラは IIindustan九1otors,Ruby General 

jlr:：♂〉十日（＇（：土ι、耳さとしたいけ
主た大11融資のち！Jenルートとして，ヒノレヲlt. 

[,,J牧内私伝言！：業←i'rカミ，・，11T入れの J;i）、を持っとし、

L・N・ ビノレラは Birla1 nsurance Co，の会長，・fif日iffiより、］～1.:J% 、？三平l]it宇，・，frl. ／～，1ト
ザノ〆01I I , •ム

マ
ζ），， 

Jute Mf只 Co.,Jiyajccrao Cotton Millsの会長政L'ih,v lデーi't~ 止ノ人どれ cl ） トイ J で寸j
 
L
 

－
j
 

.¥:fills, Century Spi. & '.¥Hg. で、 Stu！じjCotton た［；；＂，~＇二？？を｛jl; :J ・:i/, し右、 1.’υ1：：＼、，＞m‘i)'' / ＇.ふら ι
（、札， HindCycle, ( ;walior R社yonSilk Mfg. 仁υ，

- Jトイ／よい人；t';j:jてJi,. ' ＼
 

l
y
 

正りさせり人と‘

R • ］）・ヒOudh Sugar Mills. i干の電役を兼ね，て，；， :::. .1:: i土）！！？何一科！11111iiiでtt ，ヘ f~：t' l,f til, l：よ l、7

＆ 

Mf只 Co.,Hind Cycleの会長で Bankof Baroda, 

Asian Cables Corp.の1丞：役を兼ねる等々。

Century Spi. Mills, Sutlej仁ottonルワi1, h干rJ;tノレ々 l1i< ごも． 銀fJ'tc ::1: v>H,} (t上

ずっと有利とふと〕 1

ノ5、ーマー
l l ・，‘ 

ピノレラj対日における企業J長余このよう；こして，

当然にこうしたビソレラゐ族による企業支配は，・,' ；，ワ ｝11出iJ> ／・ンブr＇＇＂・トラストやの淵i主l土，

能力一主義・実績主義による経営者人材の登用を妨［，，］族 l乃和、：；，~）ぽ＇f'c 5・ v' ! !l-、一 hこ依存するとこん大き

そこでは同族結介の尊重げる結呆を生んでおり，’E こで；土；·，~M虫ii iJJ/d土.,' ;[.・ Eマリヤヒルラとし、 ／）ノ
＼司

経営者の選

ffは版本的には競争のなL、小範凶のグループのな

かで千了なわれることとなるの

からして経営の世襲化の傾向が強く，た血？？ま1＼りなL、しはl白紙的なHtmに民主hをiNv、たノト

集団ニとに分断さiI，てし、るj》けでふるや

三！レラ則11ほの企業支配の }j法をみると，

ヒソレラ財閥を支える指導者のなかにもちろん，そ三では経常代理j！会社（MA）、桜 p与がccretary）や

企業者精神の持ち主のすぐれた個人的能力，H一、d-、隊式pn;H止（Tn，，凶un,r_l と t 、うかたわ σパ予：役/Ji~i'.5 ラ

ヒゾレラ財閥の発展を多いことは否定しえないが，＇＇だ iw'ii¥'v＞三つの ）； 11；カ山市釘と L‘

〆）みんびいたかれらの経営行部jの内面的動機は，* こりした企業支配にむし、てビノレラのJj,,｝台，が，

J, fこかれらの所属する小グループ。たるピルラ一族

それ団結，相互扶助にあったのであり、の繁栄，

ビルラ一i//c＇）人々 に上って所 7む

首脳経営者の主主itJはおおむ主れ経’討されており，
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下企業の多くは，
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か企業経常における族問主義U 、う1貫行を生んだ

のである。

以上、われわれは， インド財｜喝をとくに同族経

営という観点から眺め， そのさいビルラ財閥の場

台をーう（/J:C ,i' Ii,・ケースとしこどり」rぺTた。

一般に、イン F'の財閥；こおI.、ζは， t＇＇ルラでみ

られるように重要な経営者の役職が少数の有力な

同族のための閉鎖的悦域となる傾向が認められ

る。そこでは，縁故関係が経営者の地位につくた

めの重要な基盤となっている。 こうした同族的世

襲的な企業経営は， たしかに工業化の初期の段階

でiま効果的である。その段措では， 31[税者だけぷ

投資のための最初の資金源たりえたであろうし，

訓練されJに経科管理上の熟練者治λ少たく、 しかも

有力者の尽子t：＇けが十分の教育を受けている社会

では， 同族から／〕登用：土相対的心安あがりだから

であるc しかし工業化以よりt:；次の段階iこはいる
と， こうした同族主義はさまさまの弱点を露忌す

るいそして， 「！主化の進展に ki)，企業規模がl'・ 

大かつ複雑になるにともない，企業主は必然的に

[,i］族のぬi引を越えたもっと広範!If!な百本市場を閃

拓せねばならないし，経営管理上の専門的訓練を

交；7た人Hを目！みの成品以外かん導入せざるをえ

なくなる。こうした「工業化の論理」 (il,8）は，伝

泌的慣行tこ支えられた f ンド財閥に~） I；、ても妥＇"i

！一る。

たとえば， ヒノレラ財閥の場企においても，錨三

次大戦以降その事業の範間にあらたに市工業郎門

を加えるにつれ，企業資金の調達を同族以外の起

債市場；二求めようとする劫きが比られるようにな

った。重工業は，その性格上巨大な間定投資を必

要とし， ！日l族tこよる資金操作では限界が生じ一亡く

るのは当然である。したがって， こうした重工業

企業にお1,、てい、戦後は外国資本との合弁経’tJや

技術提携のかたちをとるケースが多くなったが，

ビソレラにおいても， 広く国内外の起債市場に依存

しようとする動きが日立ってきたことは註円され

る。

工業化にともなうインド財閥における近代化を

示すケースとしては、 ピノレラとならんでインドで

最大の財閥であるタケ（Tata）的場合が特徴的であ

る。

元来，タタ財閥は，種族的にはペルシャ系のパ

ーシー僚の出身であり、 インドでは外来的要素に

胤する。この種族は， ゾロアスターを開祖とする

拝火教徒で，教徒の数は 10～20万といわれ、その

半数はボンベイに居住する。かれらは8世紀にぺ

／レシγから回教徒の迫害から逃れてきた難民の子

孫であるが， カーストにもとづく食事や職業上の

制限も受けず，西欧的（皮膚の色も白人に近u、〉で，

都市化し，教養もあり，生活水準も高い（斗引っ

タタ家は初めボンベイで綿花商として商業活動

でかなりの資産と信用を得ていたが， 1970年ピハ

ール州のジャムシェドブールにインド最初の製鉄

1 Yr Tata Iron and Steel Co,, Ltd.を建設した。

その創設者はJ• N・タタである。 この製鉄所の

建設がヲタがインド最大の大財閥になる第弘主で

あったが〔自10），その後タタは主として重工業に進

み，日30～40 年~にその基盤を確立する。現在，

インド財閥のうち第1位に位するタタは， タタ製

鉄を筆頭に鉄鉱機械，車輔，化学その他重工業

部門で車要な役割を示しているが， とのことは第

2次大戦後重工業部門に手をひろげ総合的経営の

滋様を整えたといっても， 全体としてみれば軽工

業，商業， 金融部門に圧倒的な比重を示すピ、ノレラ

財閥とは対照的である（生ll)。

タタ財閥では，早くから経営の近代化のコース

を辿っている。すなわん，タケは種族的にも西欧
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的なパーンー肢の出身であり？ 主たそのよって立

つ産業基盤も， 区大な投資とより高度に専門化さ

れた経7之ゐ式叶主術を必要とづる蚤’ト業部門にあ

づたlJ.力、らして，近代的な企業家のゲイプにいち

はやく適応せミるをえながっf

タタ財閥においては司傘下企業の独・：1：性が強く，
てこでJt能力ド（，'.r:，夫ぷ主義じとる人H閲覧山ン

ステムにし，て、 ｜司古賀山成員J::J、ヤトかr，の経営利－の

登用が港視される傾向が認、められる。タタでは，

ケタ・スケッ 7 ・カレッジ（TataStaff ( :olleg，吋と

呼ばれる独自の経営者開発のシステムがある。こ

ゾ）カレ rゾに』工、 タタ・グ／レ－－ f（タヶUl閥系れれ；）

の首脳経営者も加わり，参加スタップとともにタ

ケ・グ•I- ープ先肢をめくとJ諸ll'<J 回， 話）j策iこJ 八、

て白由な討論が行なわれており，そのコースは年

l l司問m：とれ， キソ4' 5週間に）) t.こ－，ご合宿寸る
竺ととt,:. ＇ていち。またタタ・グノレーブ。は Admi-

nistrative Staff Collegeその他の社外の各種結託

向調発問切に，111：｛＜幹古；；i’i＿員を段括的i二参加さ！士、

さらに年間数ト人の社員を海外機関に派遣し， 出

j＇トの新経科知fi&Jl研修生行なわせてL、ど， "1112）つ

もっとも， インドの巨大な旧財閥としては，タ

々のこの工うた光進的た経営仕開発わすて怖は例外

的なケースであるとし、ってよいが， しかし「イン

ドのフォードjといわれゐキルロスカー（＿Kirloskar)

財閥などの新興財閥におし、ては‘ インドの伝統的

な同族経蛍のわくをはみだした企業者百動が展開

されている例が見出されるのでふって， インド財

閥の性格も，工業化のU、っそうの発展ともなって，

不変の状態のま土iことと！ヒら r,変化、け言葉候むま
た認められることは無視できないのである。

（注 1) Helen B_ Lambは，“Busin田sOrg阻 ization

and Leadership in India Today," 1956, Center for 

I揖ternationalStudies, !vfassachusetts Institnte oj 

Technology t二；； 1,、て， 1ンド以伐の十L絡を切；ノか
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にすらには「家族jの分析かf》飴める必要があると雪

郊で述べている。また，インド政府の委,rEを受けて，
インド財閥の調査を行なった R H. Hazariは，イン

ド比例に CorporateGroup ノi ：薬を!IIv、ていふが，

これはかれの主主義に従えば，共通J〕権威 Commonau-

thorityの決氾権に1X.－，企業体グノレー：／＂ ！，＿－指し円、る

(R K. Hazari，“Ownership ＆じontrol-AStudy of 

inter-Corporate investment，” in Economic Weekly, 
N臥：！Ii.,Dec. 3., 10., 1960) /; , fノドの場「？ の

共池山 j権威は家族 Uointfamily）と考えられるから，

むしん FamilyGroup ！＇）は弓が適切t;.'"}, JJl でみろと

1 、テト＇•J 〆L J ノ。

C ii, 2 ) インド財閥にかんしては，数今くの文献が

あ1:' II本： .t Jける !i/i'jピにつL、工も， f、：｛えば／Jll1法J乏
』;rrインド口）財問一一伶ヒ，ノレラ財附をIドdむとして一一一』
（γ 

・::1J, ''rJ （外i•:1 ・，企業（／llO年， 7ジア五千1，～研究戸：；，1969
；；〕， 1戸線1E二『ピノレラ財閥論』（アジア経済研究所所
1i 'fi H , 1969 ＇は，斎：｛＼：. .. ，，史 ffンド♂・liF品（ I)(rI)J

〔「アジ γ経済』，お3そ主治7－~んよ花 9 ぢ， 1964 ヰ.）， w 
必ii＇一「インドに Jjける『財閥』の研究」（『7ジア経

流』，：／nH主主"lllり， 1970：ド）えと多く I 7」f,,i，， えが

あげられる。なお，策おとほぼ附じアプローチに －，'f_っ

てイずドのお ι＇ij経営t; r.f国’I'＼企業を分析 Lたも，.；と

しては，凹古1;J1『イン｝ ω経給者』（アンアをは9IU、6,

アジア経済研究所， 1966午〉がある。

(Iユ） 経れI¥;J'J! J,:]1'} rこっt、 Lt, 0iilj丘二部『f

ンドしり縦戸；代J!ll情lj度』（アジア経済研究所， 1960:1・）を

見ι。
七七4) fンド財閥ω発展史μついてい，加藤た紘一
『「ンドi)j財閥…ー・』，斎藤六史「イ γ ドの財閥(I)

(ll) J心参形。

(It 5) ピノレラ財閥についての日本の研究としては

加藤k杭『fンドの担jN一一）ルマ財i九ベ中心土！て

一一』（アジア経済研光所， 1962年）お i'.F伊藤止二

『ピノレラ財閥論」〔アジア経済研究所， 1969年）がすぐ

Hてv ノ！。

(it 6) R. K. Hazari, The Structure of the Cor-

jJorate Private Sector (Bombay, Asia Publishing 

House, 1966), pp. 38～40, 95, 99～100. 

（注7) ピノレラliil/Htrど Jノレワリ系財閥における企

業if［会 ＇）JI;司法 ｝jLにJ パ、引よ，，ni村誠＿frtt r fントに
JjけるIHI／日と企業；11HJ 」（『海外i!i~H ジェトロ）』， 1965

11'2）］，；）をは上。

(118) 二－！） よノなJ_*iヒにJ.jける！日ilj＂経営／•伐割
とその限界にかんする「工業化の論理」にウいては，

このぷ怖の議初におし、て述べたので，ここではくわし
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く述べない。拙市「アジアの寸だ化と詞＼tt干営（I)J 

（『アジブ行済』，日11差第3:; , 1970半）をはよ。

〈注9) 大杉－止住吉もj『インドー－経済と投資環境』

（アンア経済研先r9i),455～458ページ ;j，マノレワリ族，
パ－＞ 以そのi山＇！ ／ γ ドo;?r K族かr,h ／－＿イン］人

経営者の特徴にふれている。

（注10〕 J. N・クタは， 1907年にタタ製鉄jiJiをJf

設す，：， t'J: :, 1877 ;I 1グプ－ ＇：こ Empre出 Mills1, , 

1886年ボンベイに SwadeshMillsをそiLそれ控；没L,

繊維工業の重要ら；にない子となっていた。この点では

まず制約 i：業か I,/J：おした／ti:ん f ンド人ii：主家と j,,jり

である。

（注11〕 インドの財閥経ft(T）特徴を伝統（tJj>,ij ，＼，＇，に依

存す〈）「，，ルラ引」 二近代二仁芯を目指J 「タタ型J' 

モデノLL分額し，て〆変化＇ •lJh；を分析！にものとに

ては， 11trt,品力臼1部列島『インド；／）経’n,i,;』がll:11される。
（註12) イン｜＼とく仁タツにおf）ノ，：，＜；’H者似た

につ1 L土，話集Hi!年d,l『ア ／ ,-,,t; i語力しえ（I：と経引打

開発』（経済協力調査資料第3砂，アジア経済研究所，

1970(; ), 69～78、←ジを見上。

匝 日本の財閥と同族経営

以上， jれわJLは，台r,¥, ＇？ レ－＞ f，ブイり

ピン，インドの場合など， いくつかのケース・ス

タディ士山じて， アジア必／1ミ途上国内i：業化iこお

ける同族経営の役割とその限界の問題を全般的に

展望してきたが，占－!t-i廷にそれらとの対比において、

日本の工業化におitる同族経営の問題を考えてみ

fこし、。

日本川j詰合にお

じく， 家族ないし同族といった血縁集団は，もっ

とも基底的な社会集団の一つであった。そして，

こうした家族主義的な社会構造が， 明治以後の日

本の経済的発展において， いろいろ太古：味におい

て重要な役割を県：たしてきたことはラ }liJ知のと下た

である。しかし，伝統社会から近代社会への工業

化の発展のプロイゴスにおU、て， 日本の域合，家JA

主義の役割がそれほど制約的， 阻害的でなかった

ことが，まず注目されねばならない。

後発国とし vて，工業化を国際的なインパクトの

なかで急速におしすすめねばならなかった日本で

i土、 工業｛むの初期の段階に，すばやく株式会主！組

織を先進西欧諸国から導入し， それによって，は

じめから血転的紐帯を越えた広汎な任会資本を動

員する合本会社が設立するケースがみられた。こ

うした会社企業の設立に券加したものには‘封建

的秩fJから離れた！日武士階級の出身すが多く，そ

の背後には直接， 間接の明治政府の接助なり政府

の要請があ〉た。そこでは，企業経営にさヤして，

同族的な利害関心に左右される程度は比較的に低

かりたといえよろ（tL1 ) u 

しかしながら， 一方においては？明治期に零細

な側人企業として出発し， 同族的な資本蓄積と同

族i'rなな経営）JILひ， 一歩4 歩その企業範囲を説、大

した企業も少なくない。またその初めから大規模

経常として出発L, その実力において日本の経済

成長をリードしてきた財閥企業にj品、ては， セとれ

が同族支配を強く志向する巨大企業であり， その

法瓜；こは同族i'rりな利害関心が強く横わってし、たこ

とは確かである。

ところで， 一般的iこし、って，同族経営の場台iこ

は，その企業のi立の目的が同族一家の社会的威

光や社会的身分を維持するための手段としてであ

り， 企業経営の面では家業の財政上の安全性とか

議実性に過度の重点が置かれ，企業の「発展」よ

りはその「維持」が第一義的に考慮される｛号、向が

ある。そこでは，近代的株式会社に特徴的な資本

所fr左企業経営の分離れ、わゆる資本と経営の分離〉

がわ二なわれず， こうした企業経営をになろ寺門的

経営者も確立されない。企業の経営権は，すべて

社長 A族が揖り， 同族以外のものに委譲されるこ

とはなく，その既定の地位のゆえに停滞的であり，
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戦後の財閥解体以来関されるようになったのは経済i古到の面で（呆守的，消極的である。

内ことに属すると L‘う事実もまた否定でき t.，いと川治准主Ir以後J）トl本において， i弓そAl,/i-Iうlf, 

ころである。をC-'J金主経廷はI＇＂人う＂＂ '~ fl ' ) ザノ；，u)';1/(1仁寸〈｝いさ Jl,:=>:r_ヒ；~i」イコィ、に、

こう Lf二戦前Ulfl本の財閥経営の特徴を示すモ

レヨ；ここでは住友lH間の均＇レ・勺ースとしーし

モ（ハ11¥H；長全

とくに叫if,K:ltfi'iU、佐JI 1-1 ,1,:c＇）粍 J均成長で指導的地

位士 f1~-，、ゴに財閥企業；こ－ I 1，、ごみ上 .－1( I l：ι 

ここでi上，L、かiこif t.d I AL Cさ／二心v

（了ト二， I＼、てみよう。

j己住友（t資常務理事JIl田阪は，次のようにし寸。干 - －－トー e、－ ＇）、： （（） /-) ,, 
i 鼻、ム 1ャず♂？ 、 . 

l「l;,1111r ，工，~； ~' i .旬、八 kム

封建の匂い高き住友だ「／己禄以来の/it!J.：を持丸、Iii] Jiti ~長 i、J 可） J H本の財！？母におレては，fニL力、i二‘

実際はての古から立憲的の/!iii長政治でiJ-i 1ども，長；内c：こf二）ぃ jる，it:s1<i］；土強く ｛t(rLt工、こ Clこと／:t'
ん yた υ住友山左衛門（1丹治26年から大:u一一15年ま F住111] iぶ.；1:l.J??;'J.的jう十本ど自己iitrkl:とL、うん、fこfIC-, 

-"j'l;:7千n-Jを！」Iメえっ主Pの家kであった15世吉左i品il"lb:純1c1 ,1,:.;11H Lカ‘L、っと 4ノ集約（1'.J（二羽jJれ口、ゐリ

ヰうと寸ゐ ~｛f. 本 J,tf を大 d二＞-J· ｛ド（＼＇＇J;ミニミtUこど文KllLてよスぞ v')＂？， くが＇11ふくから家父片的なJ'f分I，件、／）持r11，よ，

名実共に？存；！Ji政diと／［－＿，たのである G)Ki土、王s法上iQ1'i':J機能，tnil,l]¥'Ji止ヰ士山ji1ri¥1fi: ~ i&L~ して，

{l,tぐ／）業訪は総＿Hgを，11心とする数人山重役に一任がJな池ぉ：llfi(JiHJ二とリ入れたことにム心。

家k1土弘、んど全く干沙しよ仁か ＇） た。先代び〉さ.it,mfrど経公ハ分VJUII本（／）財閥企宅にあっては，

ι役会議，.二頭を見せii lr.fi/:Wlも現｛I：山；，j，之さドfiも，
多〈 υ〕I¥¥f；－ノト／，： IJ，包、i査にiiなわれ、 tfP；・ハチJI，」

' J 、

傘 1,-,J)J)J｝や鉱山を悦言汁

それどけにI主役等しり責任iよ

たことは一度もなく，

ふことも係iで；hつ f二O

ほかl1

' ' Jドレ Lムiう＇；／ L「Jl年l11Ji'r-Jt-td＼行i立？Hてきた

これ；土，住友

J：人がT-1/Jよし

献身ffJに努力した。-i(;),f(く／：（りラし（工fiJi tJ：二 1，どJ Jく［，，］族的支配，，) j L )j土／二fこかい

，））ために主ことに11｛；－せであ J Pた。

ては、｛J：取をあや主！）易いj I／ι：l 'o 
1,n品、と L、「l IfiLr ；＇， ~b[J］を泣え t: I；り在、＇・ ・ 1¥l ；ι七、、、、

企業山村itfと繁栄5:l'XI・, こさ ！二しりでIll' l 戸 L 十 f

'ITI－、L ' ＇、、

l~i］族会社的企業組織のか

／こんをとり紅がん， fJ:1,互いi族一家と苦手頭、。当門的経

伝行）( t，所有権と経営実権を分か人あL、，経営者

は(Jb: 

わ＜ L -c，住友で（;t'ii~ ；二、、え（工、日！ Jif1Wf11以後山iI 1トj;ff;rrr& 

同校内甘利害関心にiりJ非と Vj 1),1た{t':i三：；こ才j1，、て，

I- ~ 

,!; "・' ;, 

乞く ,j)JJ1たは；＇－c'.,1、速は工J~(l:Cllブ｛口セスを通じて，

同！みか経常権を専門的経に行使しえた。そし－c'

11:1家的さん

にはひろく IA際的な，rit見と経営iこ！）、んするすぐれ

た技術的能力を備えた専門的経常吉が 1'1i±lに活動

台没f存＿，土Jるをえなか ，t二vつであり，

しかもその経営苦に企業者精神に活者に委任し，

本質的には保守的傾向を・ei'；んど人物をえた場台，財閥的企業としての繁栄を維しえた企業だけかー

持しえたのである。 革新的行動Jこ進みうる条件そなえたIR1族会社も，

を持っとどとなるけ

初代総理広瀬住友の「許頭政ifUのはしりは，

÷rヂト二認められる。

戦前nH本の財II誌に辛口、て、！究ffと

多くの場合かなり急速に行なわれ

同族経営特有司の保守主義がそこに

もっとも，

経営ω分離i／・、

元来住友の店はー 18世紀初め， J,i］家がう阻鉱から

銅の分離に成功したとき以来，銅山経営（その中心

H
H
J
 

H
ド
le

a

．，
 
1
 

f
 

的経営脊による完全なかたちでの企業者i長野jが展
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7こと L、ハても、

まったく見られなかー〕たというのではないの
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;t'.jlj子主mu〕：二院鳴を百いていたτ 住友l士、：亨府へ

のiftP周知JviH’i1~ i1fでおりラ 主たその巨大な吾そ 1,

ってぐ？？：融rl引二も問与し， 誇i壌の1彩、Jじ司お十時，キL;t:

などをJ討んでいた しかし、落友にモるや、そわ

tlt本たるりIJ子制！Iiも老1I I ｛じし， かろうじて詐府か

らのIIJJ日立を受けて稼闘を続ける状態となり， また

武上社会の窮乏かム金融業もとど三おり， 家業l士

主iflした。 ころ Lた時期に維新の変不が勃発しH

・tz_.一家ii＼手；＂.,l：の危機に直miした。 この危機を救ザ》

たのが，！主t頼乍'17-（文氏11年～大11ミ：lif〕であるハ

広瀬は、日IJ子銅山支配人の菜子どして， 11濯の

ときからl¥,Jjfl司リlで［動きはじめたtl’'f.,1;とf支停jのベテ

弓ンであ J Yたご維新？を幕府の助成金が停止したど

き‘ 住友 e家；土日I］下銅山を10万f戸i]で；7己却しようと

汚えたがラ ／うイct土門IJ二子銅山合住友の Lとで経’'Pを

つづけるよう a家と論争し，銅山の再建を約した《

広瀬l土‘ 明治政府と住友閉じり日I］子銅rlJ所有権問

題を住友；二有利に決着をつけるとともに、 号I］子銅

山の大clz:,r，：を断行 L 、輸入の新機械を据え~）け，

山；二鉄道を較さ、 火薬の使用を始ぷ入タト人技師を

相聴しにり！J子銅iI ！の近代化に行手したの支た，

従来帯府～納入してャた銅の買上げを新政府が廃

止十ると、神戸に製鋼完捌所をEき販売に努力し‘

外国商館こも直接取引きをはじめたっかくして守

維新のゴ（）年間に広瀬によってj守来の住友帝同の草、

権が築かれたっ

［明 ￥t127ノ平広瀬は総理事：をi~ き，かれの甥， {Jl-庭

貞剛が 2代目総理事となるの伊lさは，住友銀行を

開設〈のれ銀行業から倉！車業を独立〉し，日本製錦、

大限守i!l制を買収して住友の！中銅工場どし， l占本誌

銅I苛を買収して住友鋳銅場企開設示る等主々と jjf

！長内布石全打七‘明治：17年総：斑事(I）職を鈴木馬主士

lb, に，JI き、 L 、 t~

f；；本｛ハ；fil'tした時代it噌 fl ~~i1t1Vrヘミ； i i欠HI：界

大戦を経て， 日本資本主義が飛躍的に伸長した時

代であった。大正 JO年住友吉右衛門を店主とする

住友総本！日士住友ft資に改組され，機構近代化へ

い yぞう前31tするc また、これまでは， ね：友の経

常のやり方はややもずると， 広法itf;t庭の個人経

常的色彩が強かったが，理事会制度を設け，事業

の興廃・変更， 百ミ要な規定・制度の創設・改廃，

人’Fはし、っさいこの理事会の審議を経て， 社長ーが

決裁（しかし形式的）するという専門的経営者によら

台議制が確立した。住友の全事業は，住友合資の

官全な統制管理れもとにおかれ、総理事鈴木馬主

也、常務理事中日錦古， ,j、合E：恒，監事草鹿9¥J次

郎が就任した。

住友系語会社は， m和3年末には，住友！系会
社 1:-lti: （銀行， C}t，生命保険，電線，肥料，倉庫，

"JIJ子銅111 ，九州、i炭砿，坂炭砿，｛1ド抗議~·11＇，製鋼所，ピノレ，

l:fl,t;'fl［－川水 ｝］）のil；う＼多くの関係会H，子会社

を包含し，か〈して、 住友財閥の形態が完成する

三2：とtcる（バ乃）0 

以上，われわれは，住友の「，7tt頭政治jの発展

企通じて、 住友lfi1族 4 家ど専門的経常者首脳が所

む権と経営実権を分有しあうどLぺ企業組織のあ

りかたをみてきた。

しかし， 日本の同族会社的た財閥のすべてにお

いて、 この上うに専門的経常者の権限が当初から

大きかったわけではない。資本所有者たる同族一

交がその企業を全面的に支配しようとし， 専門経

営f干のカの増大を極力抑圧しよろとしたケースも

支たしばしば見うけられるのであるの

7こ土えば，このととを， 先の住友とともにj恋JII 

時代の豪商をしての富の蓄積のうえに形成された

二it二財閥の場台につ，，、てみ上うの

ミJt-の企業組織においても、｛主友ど｜司掠，形

式的， J計画i'J'.Jには， 員干域政治が行なわれ山、た。

4ラ
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向井忠時は、 「合名の形式卜の実権は 肢を代表

する数名の理事に委ねられていた。 とくに現事の

うち，俗に『大番頭』と呼ばれた祭頭理事（後に理

事長）の権限は非常に大きたものがあったiとい

う（丹5）。

しかしながら， 三井の場合，専門的経？営者が同

族の委任：－：.rtt:て自由lてその経営上の安権を行使

しえたA、と 1、うと決してそうではないり料’芦者の

力が増大し， 同族の企業支配を侵害するようにみ

えたとき， 経営者の行動範闘を規貝lj・家議長によっ

て制限し上与とする試jょが何回ともなく行たわれ

たのであるわ

その重要なものとしては， 明、治6年の三野村利

左衛門の改輩，また明治24年の中上川彦次郎の改

革にたし、ずる二井同族 A 宋の反撃があげられる

が，と乙でit，紙数の問｛系i二，後者iこ／山、てのみ

触れておこう。

明治維新時、 三井は官軍に味方しでち領内献金

を行hい司 1・r軍の資金御Ill，タの任務を引き受け功

労をつくしたが， その成功を利用して，以後三井

は明治政府からの恩恵と政府の金融機関としての

独自の±Infl＇！：を獲得した。 Lかし， こうした三井一

家の政問的世常の保守｛：誌のi；畏界がやがて露呈さ

れる。政府要人への十分な担保なしの，私的不良

貸金の累積（これこそ待川時代の大名貸しの悪例のく

りかえしである〕と，明治lf}年日本銀行設主による

官金取扱業務の減少により，三井の財産は，明治

23年ごろには，維新以来最底となった。

ここにう ー井の改2害者として， 中 Ull彦次郎が

受場すム ／） ,J1は，三井と関係深L、Jt-I.官〆l）推薦

により， 明治24年三井銀行副長旅三井組参事とし

て三井iこ入社したが，銀行の不良債権の務璃から

始ま－，・c, I権とのrrnまを liJi った白日 i~ ：,'( ,1）経営

を閲り‘ と〆：に三片・'i三fj；合］＼fl業中心（I）悦fi;/1、ら工

46 

業中4心の経営iこ転換させようというドラスティッ

クな改革を行なった。

すなわち， 当時三井銀行は，総資産2400方円の

うt-：，約明。万円の不良債権を持っていたというが，

中上J11はこれらの不良貸金を容赦なく整理し，つ

いで官金取扱いも畔退して，銀行業務の徹底的近

代化に努めるとともに，後述する同系諸企業に資

金を供給するいわゆる「機関銀行jに転換させた。

また， かれは有名な「工業化政策」を採用し，明

治27年あらたに「工業部」を設け，富岡製糸所，

新聞i禍糸紡績所，前橋紡績所，芝浦製作所などの

買収，盤淵紡績、王子製紙の経営権を獲得等々，

製造業への意識的進出を図ったのである。

しかしながら， こうした革新的な中上川の「工

業化政策jは， 金融や商業に依存しようとする三

井両肢の保守主識とやがて対立することとなる。

明治24年12月，かれは三井の家政改革を断行，

. ）！：宗仮評議会 f同族8名の正会員のほか，中上JII,

渋沢’：Kー，益田主干しなど7名の顧問を加えて15名で構成〉

を設置し，これが「三井組の営業資産を運用及び

保管するJょう定め，顧問の資格ではあるが同族

にたいする経営者の発言権を強め， また三井工業

化の拠点、たる二‘井銀行では社員総会をもって同族

会を代行せしめ， 三井銀行による五井系事業の実

質的支配を獲得しようとした。

Lがし，中！：｝！！の「工業化政策jは，かれの意

志に反して，かならずしも円滑に進行しなかった。

「工業部」所属の各事業は，鐘紡・新町を除けば

不振をつづけ．「毎期欠損打続き形勢詞に非なりj

（芝浦製作所）とか，「化物屋敷か道楽息子かJ（王

製紙一めといわれた。かくして， 31年には「工業

部Jはついに解体し， 35年には中上川は失意のう

！仁亡くなー／こり

q1上Jllの改不にたL司する三井1，，］肢の反撃はこう
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Lた「r業部」の不振を契機として路支ってLぺ。

そのねらヤは， 最終的には中上J11を追放するこ

レ 銀行を拠（i，とする中上Jii体制を打倒するどと

もに， ベ井系企業にたいする三井 A家の支配権を

再確認することであっえ。 正二のような反撃じ， た

とえi-flif］治3:1年6月（そのこ人中上JIIは病床にあり，

かれの活動は停止していた〉に締結されたさ井家家

(109条）および家主ととt；二結ば1：！こ仁川A家

同族及三井銀行社員の醤約書」において明らかで

.＂，る 0 7ーなわれ， 同宮内書t二上れば‘ f抑t·~井

銀行は往時三井組業務の一部分を継殺したる者に

'4」に三井ネ且同族の私撃たりしが，当初創立して，

の際より旧来恩顧の隷属にして其勲功鞍著なるも

のにじ特に銀行株を与へて之を其社よ＼iこ列L，以

て今fI v'l体裁を成すに否りたる者なれば， ベ井銀

行社員は世人の所謂諸公社の社員が銘々自己の資

jさを位1：て新に資格を作りたるものと（t大仁本来

の成立を異にし， 其三井家同族に於けるや玲んど

t:従の｜｜］誼あら t.のど三うパL電 宮に！日誼あるの

みならず三井銀行株式の大部分は現に三井家同族

：二属すゐが故；二、 同族が銀frel要務に問しとの監

督裁判の権あるは固より其所なり」と， 三井〕族

ii＞資本所有者たる資院におU、て経営内実権をも掌

握していることをはっきり土質言しているのであ

る。

益!11考がさj干の中］：川彦次郎のあとをつヤごう

経営の最高首脳となったが， 益回の時代には，三

井の［工業化政策Jじ腰くだけとなり， 工業化の

反動としての商業主義に転換する。そして， 三井

財閥の こら LTこ’存＼！J'i気のなれで，革新

的行動を断行して， 同族会社特有の保守主義を打

(,itす乙という守坊を子人 ｝て1ハ、 ヵ、；して， i金

融と商業にl門郎、が噴工業には弱L、jとL、う戦白Jj

,') ·~，！，財閥の特徴がこ二に Jl;J;x. されィ〉｝うであふD

「中上Illさんがいま少し長生きしていたら、 三井

の工業化は姿が変っていたはず」 〈三井不動産社長

江戸英男）の愛惜のこどばのように，

とえ不遇の連命にあったとはいえ，

中上JiIiした

失駆的な企業

6) 
0 者・の

日本の財閥における同族経営特有の保守主義が

排除され， 専門的経滋者による完全なかたちでの

企業持活動が展開されるよろになったのは， 正確

には第2次大戦後のいわゆる財閥解体以後のこと

に療する。

戦後， わが闘の経営者の活動を規定する企業的

環境は大きく変貌を遂：デた。

すなわち， 戦後日本の民主化運動の一環をなし

fこ， 財ll員解体， 追放令，財産税などの税制改革等

々の経済変動および家産の保全， 家名の維持を第

-.，をとする同族集団の経済変動にたいする適応能

力の欠如等によって令 わがP:clft:業形態における詞

族会社の比重は急激に低下した。 また， 経済復興

後の Ii本経済の素化学工業化の急速な発展iし大

衆証券市場のいちじるしし、成長を媒介として，大

！？兎模な株式公開発行を促し， 総体的に同族会社的

婆素を減退せしめた。 そして， 現在では，純粋の

同族企業，同族経営Eいわれるものは， 小規模の

伝統的製品の専門メーカーとか商業・サービス部

門にi仮定されるようになった。

方、－1ては， 市場の独占的支配者ft_'・'.7た財閥が戦

その間隙を埋めて，新興企業後に解体したとき，

グループ。が続々登場してきた。 急激にのしあがっ

てきたこうした新興企業グルーフ。のなかには，

見したとこん、 同族会社のごとき形態をとるもの

も見られる（たとえば，本田技研，出光興産，大洋漁

業，西武など〕0 -:.f1J》の企業では，創業者である同

）炭，家がみずかi'.'，経営の実権を撮り， 同時に株式

の大、i主を制すると U、う j口］族会社的形態をと vpては
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いるもこ乃の、 しかしそこには家産の保全、 家名の

維持と十〉たかつての 111]！良企業の保守主義的な経

常理念；ょうJC 'tこく見f，れず， ぞれl：ドt反対の技術

本新的な企業者活動が展開主オ1,C 1，、ゐのであるハ

七た， こうした企業で点、戦後の経済成長と，：，速

なI主化学主主化。）ブ。口 kスiこ.nL、て．「所有と経官

口）分踏Ir土必然的に進行し， ;f;J ＇，、存 F可能力を持d J 

経常者委員を名く包擦し，「番頭委任型jの経営方＼

優先してこざるをえt,＇.、のであるつ

戦後，解体された財問系企業；t昭和：m年代の口

本経済の自在成長時代を迎えて， 「復活！？る。

寸／こ;/) t，ぅ tit閥解体に工り財閥本社による支配と

統制か「〉はずされ， Ml山の独立企業として解体さ

れた｜同財閥系企業は， 析しい戦後的土壌に伺ノァf－こ

汁応していくことを余情なくさむたc 多くの111財

閥系企業は三のような要請にこたえて， 新しい発

展び）スゲートをさ r，たc しかし， flltfC> r！本（／）財

問系企業び） • ／＼｛出J, t, : r .-pしごi践的のh、六三%そ

し／）主まの従 i ，~訂正 i.ド＇， ',, U 、うのは、戦前（！）財閥

系企業i仁 ｜バlb長－－~，ての依拠する財閥本村山安定し

たl収益確保全目的とした｜ご弓ミッド11.iJ支配構造の

ために、 そこでは企業の冒険的活関jがいi避される

傾向が;t;iiったが、 戦後の財閥系企業では，こうし

た支配構造から解放され， 自主的に企業の創造性

i1·； 発揮できるよ日にな•）たかじである。

もっとも、 戦後の財問系企業l；し戦前のそれと

支ったく断絶してL、るのでは江く、 i段古1jか九引き

つL、f三優能な人材， 技術、 br+l力などをたくみに

活用して発民したというこ左ができる勺 したが.., 

て‘そ二には断絶とともに連続川町;y,'Lある。す

たわ九、 戦1、Jlj[T）財↑1見f¥貫「－の諸企主主が： Utt得 J

たβ＇1c7, J"r:;f I主たl士「E十［荷あ》てぴ）古予主ゲ＿）［..」一アう"J 

て二y勺／》7三と J一l1i f、 i段i妥c1lモ;j1;t’ ｜イ！、主び）たが〉

('1守ミ同」 土i二J士 r {i亡1仁あ I C ,/J U-tl/1.,Jゲ！［..ーノ’jで
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あり，その目的も， またその運営のやり方も玄っ

たく異なってし、ることが注目さるべきである。

(ii 1) 企業王子・；：r;れとして J),ii; ！：，ノ，役以に／バハ、誠

仁 fニ文 ~il'iょを立ち，，.が， 二三 i':J fニモ三 Le:', 片，：・J:!Ill',', ・ i';・ 

『ii本店ノ、、 iJ主ゾ＞ II三1N:t¥ ＇.＇土 δ土／）経済l:{,k1u: 
,1;1_ ,t;:1,1, 1964'.t ), .＂く＇： lfti斉±付：としてc,;11 I、I¥/;Iそ
l:J, 59～73ヘーーンをあげと j；ごう。

(iL2) II本，｝｝ I. 業 {I~ JC [1,j I持、【i、YU口、 LI,,] lji絞，：：；； -': 

しゆかわれあ1、にJ 八、しそtLを1・,:1際比較史的に考＇.！者

十t・ ・i, nと［ては， rj1llll，投 ［！｜；『経済予E肢と家/j＼、（iJl¥子

；.：：，←一一， 1除 Jt較受山本t'，＇； ~J],Jl[,i:;,,il＇、工！：・ Will 行 lcft,\ci,,!

『i,n，~U1芹v J前叛明』（大塚久Mi；；己；；，~；·：;t.'t＇，；，己か II ，’f；渋

,r: r,1;, 1968＇.；，所 I［＇.（論立；）が Jくじとい三I0 たわ， F；見

行一て（！'!l私J『Ii本人山経済＂ di）；』（L,1-', S＼〔？f主主；汗新特

?l, 1969iト） : t，こ cl｝問題にμ司法Lf：ろく以前：味あら

刊行＇；正，； '1A詰をJU1h亡L、と。

Cl 3) JII lllllifl『住友lnJ_ti1,il』， 133～134ペシ。

Ci 4) 「｛士友jについと：J't.: l：えはJ少のずtnを玄
!iJ目。鈴木；，li（‘『住友一一一企業グルーアジ｝的態2一一一』

（中公tli.1:119, 1 ！？央公論社， 196611），とくにと巨 1i完Ill

f ILんl!il,'tJ，パ街頭政治J,Johannes Hirchmeir, The 

Oγigins of F：買trej>reneu：γship in ,Ueiii JaJ,an 

（仁ambridge, lVTassachuselts Harvard University 

I汁ess,1964), -fl ,,1; J・ヒルシュマ fアt,，士厚長吉Ni• 

11 Jl·'i1'~ ,.,_ ,}'. :fl i本にれりる企業ぷt/iFドハ生成』（，；ur長1
f'rY1dfi訂， 1965'1 ), ?tl 6京「！日日小..(ii] ,i2省工ーすノJ。

C n ;, ) l'f・ m た『二井JH[/tj析なれ川也f立EI刊で－
if,JJI必II，＇，』「経常 f,Ti.f・'lJ第 1In！，「生産1'1J 1963W 

5 JJ ，；。

( (l /j) 「三JIJに／ノL、てit，とくにuJIIZ込11 r三井

lii,[i込山保守1•誌に Jパ、てい） ( [')J （法政大学粁何学

三『終日Li｛.！，与f¥1をみ112 ，；，司r¥3 -, J , 1964 '.f. 7 Jl , 

lOJiり）にftうところが多レ。なお，久保lfl見『三井

企業グノレ一ブ vワJvJ態3-JJ(rr公弥之122，中央公

ふれ，19fifiijc),{1> i, I和K 『二三井・二てを乃百年 I i本

資本TiiiとMリi; -.11 (,1，え新書172,11 t央公論壮，1968

'I ), J・ヒルシュ Jイア，邦訳『！l木にむける企業主＋

結予II／，生成L お6草 IUJfl号（）{ii］詑さたむjなどを参

II｛＜。

（経済協 ）j調子r本士官一調合iiil')tn)


	II アジア発展途上国の工業化と同族経営
	3．フィリピンの工業企業の場合
	4．インドの財閥の場合

	III 日本の財閥と同族経営

